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観光・レジャー・芸術文化をオンラインで楽しむことへの期待 

― 新型コロナ意識調査にみるネット視聴・鑑賞の経験と関心 ― 

上席主任研究員 水野 映子 

 
＜緊急事態宣言下の連休を振り返る ～夏休みに向けて～＞ 

 新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言の最中にあった今年（2020年）の

ゴールデンウィーク（以下、GW）は、STAY HOME 週間＊１などと名付けられ、行楽や旅

行、帰省を控えて家で過ごすよう呼びかけられた。その後、緊急事態宣言が解除され、

外出や都道府県をまたぐ移動、観光などの自粛要請も段階的に緩和されているが、夏

休みなどを控え、長期休暇をどこでどう過ごすかについて改めて注目が集まっている。 

 当研究所が実施した「第２回 新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関す

る調査」＊２によると、新型コロナウイルスの感染拡大がなければ、今年の GW に「宿

泊を伴う国内旅行」「遊園地・動物園・水族館などのレジャー施設」「コンサート・ラ

イブなどのイベントや観劇・美術館・映画館」に行きたいと思っていた、あるいは既

に行くことを予定していたと答えた人は、それぞれ30.1％、20.3％、16.5％であった。

だが、実際にそれらに行った人はいずれも数％に過ぎなかった。 

 一方、インターネット上では、休業を余儀なくされたレジャー施設やミュージアム

の内部の様子や展示品、観光地の風景、以前実施されたイベントやライブの映像など

が多く配信された。GW などの休暇に出かけられない代わりに、オンラインでこれらの

コンテンツを楽しんだ人々も少なくないと思われる。 

 そこで本稿では、前述の調査の結果を用い、緊急事態宣言が出ていた期間やそれ以

前に、インターネットで動植物園・ミュージアム・その他の観光地の動画等の視聴や

コンサート・演劇・映画の鑑賞をおこなった人、およびそれらに関心がある人がどの

程度いるかを把握する。それにより、今後の観光やレジャー、芸術文化の分野におけ

るオンライン活用の可能性を探る。 

 

＜観光地の動画等に関心がある人は３割＞ 

 まず、調査時点（５月15・16日）における「最近１か月以内」、すなわち緊急事態宣

言が全国に拡大された頃から一部地域で解除された頃まで＊３の１か月の行動をみる。 

 図表１の通り、インターネット（以下、ネット）を通じて「⑥映画を鑑賞する」こ

とを最近１か月以内におこなったことがある人の割合は23.8％であった。だが、「⑤ホ

ール・ライブ会場・劇場などでおこなわれたコンサート・演劇などを視聴する」こと

は11.1％、レジャー・観光に関すること（「①動物園・水族館・植物園・公園などの動

植物／②美術館・博物館の作品／③日本の観光地／④外国の観光地の動画・画像をみ
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る」こと）は、いずれも１割未満の人しか１か月以内におこなっていない。 

 次に、期間を問わずおこなったことがある（「最近１か月以内におこなったことがあ

る」＋「最近１か月以内にはおこなっていないが、その前におこなったことがある」）

人の割合（以下、経験率）をみると、「⑥映画を鑑賞する」（36.0％）以外の項目では

いずれも１割台であった。GW 以外の期間を含めても、ネット上で①～⑤をおこなった

人は、さほど多くないことがわかる。 

 ただし、「おこなったことはないが、関心がある」と答えた人の割合（以下、関心率）

は、「②美術館・博物館の作品の動画・画像をみる」（31.7％）を筆頭に３割前後とな

っており、経験率を大きく上回っている。関心があってもネットを使いこなせないな

どの理由により技術的にアクセスできない人、あるいはネットで視聴するという方法

を考えたことがない人や知らない人もいると思われる。 

 

図表１ インターネットを通じた観光地の動画等の視聴・芸術文化鑑賞の経験・関心 
(n=1,000) 

 

 

 

＜バーチャルミュージアムなどにシニアも関心有＞ 

 図表２には、これらの経験率と関心率を性・年代別に示す。 

 ①～⑥いずれの項目においても、経験率は若い人のほうが高い傾向がみられる。特

に、男女とも20代の経験率は他の年代に比べて高い。ネットに慣れ親しんでいる世代

ほど、これらをおこなったことがあるといえる。 
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 一方、関心率は若い世代以外でも高い。特に、「②美術館・博物館の作品の動画・画

像をみる」の関心率は、男女とも60代で最も高い（男性39.0％、女性37.0％）。“バー

チャルミュージアム”と称して展示品や館内の様子をネット上で公開するなどの取り

組みが、新型コロナウイルス感染拡大を機に注目されつつあるが、中高年層などの中

には、それを知らない、あるいは知っていても視聴できない人々がいると考えられる。 

 

図表２ インターネットを通じた観光地の動画等の視聴・芸術文化鑑賞の経験・関心（性・年代別） 
 

インターネットを通じて 

 
注１：回答者数(n)は、男女各年代100名。 
注２：「おこなったことがある」は「最近１か月以内におこなったことがある」と「最近１か月以内にはおこなってい

ないが、その前におこなったことがある」の合計。  
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＜リアルな観光・レジャーの実施希望者は、ネットで動画等を視聴＞ 

 次に、今年の GW に旅行やレジャー施設・美術館・映画館などに行きたいと思ってい

た、または行く予定があった人（希望者）がそうでない人（非希望者）に比べて、そ

れぞれの活動に関連する動画等の視聴や鑑賞をどの程度おこなったか、またそれに関

心を持っているかを分析する。 

 図表３の通り、「A.遊園地・動物園・水族館などのレジャー施設に行く」ことの希望

者が、ネットを通じて「①動物園・水族館・植物園・公園などの動植物の動画・画像

をみる」ことを「最近１か月以内におこなったことがある」と答えた割合（以下、１

か月経験率）は17.2％であり、非希望者の6.4％に比べると10ポイント以上高い。同様

に、「B.コンサート・ライブなどのイベントや観劇・美術館・映画館に行く」の希望者

の「②美術館・博物館の作品の動画・画像をみる」の１か月経験率は12.7％、「C.宿泊

を伴う国内旅行に行く」の希望者の「③日本の観光地の動画・画像をみる」の１か月

経験率は12.0％、「D.海外旅行に行く」の希望者の「④外国の観光地の動画・画像をみ

る」の１か月経験率は15.4％であり、それぞれの非希望者より10ポイント前後高い。 

 

図表３ インターネットを通じた観光地の動画等の視聴・芸術文化鑑賞の経験・関心 

（各活動の GW での実施希望の有無別） 
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示した。 
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 また、A～D の希望者は非希望者に比べ、それぞれ①～④を１か月以内に限らず「お

こなったことがある」割合（経験率）や、「おこなったことはないが、関心がある」割

合（関心率）も高い。 

 同様に、ネットを通じて「⑤ホール・ライブ会場・劇場などでおこなわれたコンサ

ート・演劇などを視聴する」「⑥映画を鑑賞する」ことの経験率や関心率も、「B.コン

サート・ライブなどのイベントや観劇・美術館・映画館に行く」ことの非希望者より

希望者で高い。 

 まとめると、GW にレジャーや旅行に行きたい、あるいは音楽・演劇・美術・映画な

どを生で鑑賞したいと思っていた人は、それぞれネットでレジャー施設・観光地に関

する動画等を視聴することや芸術文化を鑑賞することへの関心が高く、GW を含む緊急

事態宣言中に実際にそれらをおこなった人も比較的多い。レジャーや観光、生での鑑

賞への関心をもともと持っている人が、オンラインでそれらに関連する情報を視聴・

鑑賞することにも関心を持っている場合が多いと考えられる。 

 

＜観光・レジャー・文化の分野でのオンライン活用の可能性＞ 

 以上でみたように、ネットを通じてレジャー施設や観光地の動画等の視聴や美術館・

博物館の作品の鑑賞をおこなったことがある人は少ないが、それをおこなうことに対

する関心は低くない。特に中高年層では、潜在需要の高さがうかがえた。関心はあっ

てもまだおこなっていない人々に、どのように情報を届け、アクセスできるようにす

るかは、今後の課題のひとつである。 

 ネットでレジャー施設・観光地の様子やイベント、美術・舞台芸術などを視聴・鑑

賞することは、現地に行くことの代替にはならなくても、それとは違う楽しみ方を見

つけたり、いつか現地に行って本物を見聞きしたいと思ったりするきっかけになり得

る。そうした可能性を秘めたネット上のコンテンツは、今回の調査で取り上げたもの

以外にもさまざま存在している。また、例えば現地の人とコミュニケーションできる

ようにしたり、特産品の宅配をセットにしたりする“オンライン観光”など、より進

んだサービスや取り組みも生まれ始めている。 

 ウィズコロナ・アフターコロナと呼ばれる時代における、観光・レジャーや芸術文

化・エンターテイメントの分野でのオンライン活用の可能性に、今後も注目したい。 

 

（ライフデザイン研究部 みずの えいこ） 

 

【注釈】 

*1 東京・神奈川・千葉・埼玉の一都三県は、４月25日～５月６日の期間を「いのちを守る STAY 

HOME 週間」として、共同キャンペーンを実施した。 

*2 当研究所発行の以下のニュースリリースに、調査の概要、およびゴールデンウィークに実
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施したかったことに関する結果などを掲載している。 

 「第２回 新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査（消費編）」 

  http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2020/news2005_03.pdf 

*3 緊急事態宣言は、2020年４月７日に７都府県に発令、同16日に対象が全国に拡大され、５

月14日に39県、同21日に３府県、同25日に残りの５都道県で解除となった。 

 

弊社ホームページの「新型コロナウイルス意識調査特集ページ」にて、 

これまでに実施した調査のリリースやレポートを公開しています。 

http://group.dai-ichi-life.co.jp/cgi-bin/dlri/ldi/total.cgi?key1=v_year 

http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2020/news2005_03.pdf
http://group.dai-ichi-life.co.jp/cgi-bin/dlri/ldi/total.cgi?key1=v_year

